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＜連絡事項＞
・検尿は新鮮尿で検査することが望ましいので、深夜帯で実施できるようにして下さい。

・小栁Dr10/16（月）代休→10/17まで処方あり。

・村上Dr10/13（金）出張→診察は10/16(月)9：30～となります。

・梅内薬剤師より２０２３年度　第６回ＤＩニュース２０２３．１０．１２  を送信いたします。
　内容
　１. 10月新規採用・期限切れ等の検討薬等について
　　　　（採用薬品 ２品目　継続購入１品目、不採用２品目）
　２. 薬名変更予定・入手困難薬等　
　３. 期限切迫薬
　４. デッドストック薬
　５. その他
　　　①　クロザリル件数
　　　②　９月薬事・薬局連絡会議以降の変更品目
　　　③　鎮咳薬（咳止め）・去痰薬・トラネキサム酸　の処方について
　　　④　新型コロナ感染症治療薬 患者負担について　

・栄養士管理室より
10/20セレクトメニュー集計表の〆切が10/12までとなっておりました。
大変申し訳ないのですが、集計表を10/13(金)14時頃までに栄養のBOXまで提出を。

＜入室状況＞
【ユニット移動】
・柏崎　勝吾様～東Aユニット10号室→東Bユニット2号室
・佐々木　理佳様～東Bユニット1号室→東Aユニット15号室
・江刺家　惠子様～東合併症室→東Dユニット18号室
【転入】
・安藤　ヌイ子様～南病棟Aユニット115号室→東病棟合併症室
・和田　昌様～西病棟Bユニット21号室→東病棟Aユニット14号室
【転出】
・安達　貴浩様～東病棟Bユニット2号室→西病棟Bユニット21号室
・冨田　幸生様　東病棟Aユニット14号室→北病棟307号室

＜患者様連絡事項＞
・澤口　利香様～主治医今週不在のため金Drより10/14　14：00～16：00外出許可得る。

・中川原　佳宏様～他患から突然粗暴行為を受けて衝動的に椅子を破損させる。その他
患振り返り後は情動不穏や衝動行為なく経過。バルプロ酸Na同量で7日
分処方。

・佐々木　保夫様～メマンチン10→15mgへ増薬、他同内容で7日分処方。

・和田　昌様～躁状態の改善を目指してリチウム、バルプロ酸増量。リスパダールはあ
まり効いてなさそうなため漸次中止。10/18　処方よりレボトミンもさ
らに増薬。

・小林　康夫様～抗生剤点滴本日で終了。仙骨部処置テラマイシン+サージンパット処置
あり。

・石橋　ハコ様～酸素飽和度良好なため9：00　酸素投与中止。

・工藤　幸一様～みちのく記念病院への紹介状完成。10/13　大川PSWへFAX依頼を。

・小川　雄二様～長女様来院。本日GHいちかわの退所手続きをするとのことで、退院先
　　　　　　　について相談があった。以前南山苑申し込みしていたがGHいちかわ入所
　　　　　　　となっていたとのことで、転棟後、南山苑の再申し込みをお願いするこ
ととした。また、現在要介護2だが、常時車椅子になっていることから
も区変進めていただくよう伝えている。要介護3～つき次第特養の申し
込みを勧める予定。

・高橋　節子様～リボトリール増薬、他同内容で7日分処方。

・橋本　キヨエ様～主治医次回出勤10/17（火）。それまでに入院時検査を終わらせる
ように指示あり

・山本　サキエ様～臨時薬コントミン中止、他同内容で7日分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前1時間の開放観察実施。迷惑行為頻回のため早めに開放観察終了としている。午後は十分な見守りできない為、開放観察見送っている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。対面時穏やか。支離滅裂な言動を繰り返し話している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・戸来　栄一様～身体拘束中。飲水要求あり対応。対面時は穏やかで退院に関する要求なし。拘束部位の皮膚トラブル、循環障害無し。身体拘束部位の循環障害、皮膚トラブル無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜田名部Dr診察情報＞
・下浅　光敬様～入院に至るまでの問題点として飲酒が大きく関連している件を主治医
と相談し、今後本人にアルコール依存症治療プログラムの実施を提案し
ていく方針となる。病棟スタッフから本人に提案後、再度主治医へ報告
していく（本日準夜帯で実施予定）。
10/13～フルニトラゼパム1⇒2mgへ増量、7日分処方。

・袴田　将志様、青木　昭弘様、立花　圭様、小笠原　久年様、中居　伊佐男様、丹内
栄子様、武田　宣子様、藤井　孝蔵様、若沢　理子様、～診察実施。新たな指示なし。

＜馬渡Dr診察情報＞
・宮崎　宏之様～臨時薬ロドピン中止、アリピプラゾール増薬、他同内容で7日分処方。

・安藤　ヌイ子様～本日至急採血指示有り。明日採血経過確認後他院へ搬送の有無検討
するとの事。臨時薬6日分処方となる。
（Ｋ値緊急値あり、主治医午後より不在のため金Drへ確認依頼。アス
パラカリウムをさらに追加3日分処方。

・河村　等様～処方変更無し、引き続き退院支援すすめるよう指示有り。

・久慈　かずとし様～臨時薬同内容で7日分処方となる。転出となる場合は北病棟へ退
院支援進める様指示有り。

・川口　宝舟様～バルプロ酸ナトリウム徐放錠Ａ２００ｍｇ「トーワ」 2 錠  1日1回　
寝る前➝ バルプロ酸ナトリウム徐放錠Ａ２００ｍｇ「トーワ」 2 錠 
 1日2回　朝夕食後へ変更、他同内容で7日分処方となる。

・中田　八重子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・郷呂　久美子様～トラゾドン塩酸塩錠２５ｍｇ「アメル」 2 錠  1日1回　ねる前増
量、他臨時薬内容変更無く7日分処方となる。

・上村　枝美子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。診察時外泊に関し本人より訴え
きかれ主治医から同伴者が居れば外泊可と説明有り。

・下口　政子様～幻聴（職員の声）、思考奪取、被注察感に関する訴えを多弁に訴えてい
る。臨時薬同内容で7日分処方となる。

＜皮膚科診察情報＞
・赤石　陽介様～陰部～陰嚢発赤びらんあり、エキザルベ処方。
※他患者様処置do。

＜要注目患者情報＞
・柏崎　勝吾様～突発的に他患へ粗暴行為あり。報告を受けて声掛けした時には落ち着
いて振り返りできている。しかし他責的で自身の粗暴行動を肯定する言
動あり、上記経過を柞木田Drへ報告。認知の修正は困難だが環境調整に
て対応は可能ではないかと所見あり、Aユニット→Bユニットへ移動。そ
の後は元いたAユニットの他患と交流して静穏で経過。

・佐々木　理佳様～幻聴に左右されて心理的動揺や断続的な独語、泣く、叫ぶ行為あり。
介入にも自分に都合のいい解釈ばかりで迷惑行動を自制できないため、
Aユニットへユニット移動となる。

・安藤　ヌイ子様～肺炎で治療しながら経管栄養投与中。転入後微熱あり、酸素3Lカヌラで酸素飽和度95％以上維持。適宜吸引も要している。M-T自己抜去あり、自己抜去歴もあり。両手ミトン指示があるため、確実に着用して安全管理していきましょう。

＜入院患者様情報＞
　日　　時：令和5年10月12日　12：27
　氏　　名：橋本　キヨエ（はしもと　きよえ）様
　生年月日：昭和14年8月19日
　病　　名：認知症疑い
　性　　別：女性
　主 治 医：小柳Dr　サポート馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　
　＜経過＞
　現在独居生活。離婚した夫との間に子が二人いるが関係性は希薄。キーパーソンは
二度目の夫との子である息子であり、東京在住だが協力的。2ヶ月に一回の市民病院受
診にも受診同行している。以前より、わからないことがあると不安になる性格であり
、時期は不詳だがかかりつけ医の下長内科よりセパゾンが処方されていた。R3年頃に
現ケアマネが前任ケアマネから引継ぎを受け変更となったが、その頃には説明しても
覚えられない、カタカナにひらがなの仮名をふる等認知機能の低下がみられていた。
R5年5月八戸市立市民病院受診し初期の乳がんが発覚し、手術の方向で動いていたが、
そのことで本人に混乱が生じ、友人やデイの利用者、ケアマネなどに昼夜問わず頻回
に架電し、時には友人宅に泊まらせてほしいと頼み宿泊することもあった。日時や曜
日などもわからなくなることが増え、ストレスが増大したことから手術は行わずホル
モン療法で様子をみていくこととなった。その後もさみしさを訴えることが多く、見
守りのためショートステイを利用するが、自身の行きたいところに行けない等不満を
訴え外に出ようとし、ついてきたスタッフを杖で叩くこともあり3日で利用中止となっ
た。その後も施設入所を勧めるが本人は拒否してきた。そのあとも毎日不安を訴え、
かかりつけ医よりハロペリドール・デパスが処方となったが、傾眠傾向となりＡＤＬ
が低下し歩行がおぼつかなくなった。また、失禁もみられていた。今までは近所の方
が懇意にして支援してくれていたが、その方の事も泥棒扱いするなど妄想も強くなり
、「もう面倒をみきれない」とも言われている。しかし本人は不安感を訴え、希望の
場所に連れて行けと要請したり息子へ架電し罵声を浴びせたり等の迷惑行為が続いて
いた。症状改善・鑑別、施設入所にむけての環境調整のために当院への入院治療希望
し東病棟Cユニット6号室へ車椅子にて医療保護入院となる。

【CS】A-②
【緊急時】当院　DNR　心マ不要
【買い物】本人より希望ある際3000円/月
【義歯】無し
【車椅子】レンタル（申し込み済）
【他科受診】11/17　八戸市民病院　乳腺外科
【他科薬】下長内科（当院不採用薬あり）
[bookmark: _GoBack]→主治医・薬剤師と相談して当院処方できるように検討しています（家族遠方のため）
【ワクチン接種状況】5回目までは接種、今後希望せず
【退院支援】施設入所希望、入院時申し込み未
